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で
記
録
。
フ
ァ
ク
ス
で
報
告

を
受
け
た
運
輸
区
や
指
令
は

内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
乗
務

員
は
不
備
が
あ
る
場
合
、
再

提
出
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
負
担
へ
の
問
題
意
識
も

持
っ
て
い
た
。

を
確
か
め
た
。

も
う
一
つ
背
景
に
あ
っ
た

の
は
、
作
業
負
荷
。
報
告
書

の
提
出
は
発
生
当
日
中
を
原

則
と
し
て
お
り
、
乗
務
を
終

え
た
後
の
限
ら
れ
た
時
間

で
、
詳
細
な
状
況
を
手
書
き

る
が
、
も
っ
と
報
告
内
容
を

生
か
す
方
法
は
な
い
か
と
考

え
た
の
が
静
岡
支
社
沼
津
運

輸
区
だ
っ
た
。

そ
こ
で
同
区
で
は
、
発
生

事
象
を
統
計
デ
ー
タ
と
し
て

捉
え
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
基

に
し
た
注
意
喚
起
や
指
導
へ

の
活
用
を
目
指
し
た
。
取
り

組
み
は
19
年
度
の
「
業
務
研

究
」
と
し
て
、
膨
大
な
紙
の

報
告
書
の
束
か
ら
情
報
を
拾

い
出
し
、
事
象
の
傾
向
を
探

っ
た
。
こ
の
業
務
研
究
を
東

海
鉄
道
事
業
本
部
大
垣
運
輸

区
が
引
き
継
ぎ
、
20
～
21
年

度
に
深
度
化
。
手
書
き
の
情

報
を
文
字
入
力
し
て
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
、
そ
の
有
用
性

約

２

万

６

０

０

０

件


。
こ
れ
は
、
２
０
２
０

年
度
に
作
成
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
東

海
管
内
に
お
け
る
在
来
線
の

乗
務
報
告
書
の
総
数
だ
。
書

類
は
、
乗
務
員
が
運
転
や
車

掌
の
業
務
を
行
う
列
車
で
起

き
た
事
象
に
つ
い
て
、
所
属

の
運
輸
区
や
指
令
で
共
有
す

る
た
め
に
ま
と
め
る
。

事
象
は
、
踏
切
障
害
物
検

知
、
防
護
無
線
受
信
、
動
物

と
の
衝
撃
、
非
常
ブ
レ
ー
キ

扱
い
、
急
病
人
対
応
、
乗
客

の
車
内
空
調
へ
の
意
見
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
報
告
書

は
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
提

供
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
た
活
用
を
目
的
と
し
て
い

証
を
重
ね
た
。

ア
プ
リ
の
根
幹
を
成
す
ソ

フ
ト
は
、
主
に
社
会
基
盤
の

情
報
通
信
事
業
を
手
掛
け
る

西
菱
電
機
（
大
阪
市
）
の
シ

ス
テ
ム
を
採
用
。
Ｊ
Ｒ
東
海

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
確
保
を

前
提
に
、
ユ
ー
ザ
ー
側
で
乗

務
報
告
の
フ
ォ
ー
ム
を
追

加
、
変
更
で
き
る
自
由
度
が

決
め
手
と
な
っ
た
。
運
用
後

の
改
修
コ
ス
ト
を
必
要
と
せ

ず
に
ユ
ー
ザ
ー
が
カ
ス
タ
マ

イ
ズ
で
き
、
汎
用
性
や
拡
張

性
に
優
れ
て
い
る
。

利
活
用
し
や
す
い
デ
ー
タ

の
蓄
積
と
、
作
業
負
荷
の
軽

減
に
向
け
て
研
究
を
重
ね
る

中
で
、
た
ど
り
着
い
た
の
が

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
乗
務
報
告

ア
プ
リ
だ
っ
た
。
そ
の
開
発

で
は
沼
津
、
大
垣
の
両
運
輸

区
に
、
東
海
鉄
道
事
業
本
部

名
古
屋
運
輸
区
と
静
岡
支
社

浜
松
運
輸
区
が
加
わ
り
、
乗

務
員
が
自
ら
に
と
っ
て
使
い

や
す
い
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

オ
フ
ィ
ス
部
門
の
担
当
者
を

交
え
て
、
仕
様
や
機
能
の
検

情
報
が
均
一
化
さ
れ
る
こ
と

で
、
デ
ー
タ
の
有
益
性
も
増

し
た
。

設
計
思
想
と
し
て
は
、
発

生
頻
度
の
高
い
約
７
割
の
事

象
を
ア
プ
リ
で
の
報
告
に
置

き
換
え
る
こ
と
と
し
た
。
在

来
線
の
全
14
運
輸
区
へ
ア
プ

リ
を
一
斉
導
入
し
現
在
は


件
数
ベ
ー
ス
で
約
５
割
の
報

告
が
ア
プ
リ
に
よ
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

ア
プ
リ
化
を
推
し
進
め
る
。

ア
プ
リ
化
に
当
た
っ
て

は
、
報
告
の
仕
方
を
簡
素
化

す
る
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
だ
っ
た
。
発
生
事
象
ご
と

に
報
告
内
容
を
定
型
化
し

て
、
回
答
項
目
を
で
き
る
だ

け
選
択
式
で
設
定
す
る
な
ど

工
夫
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

作
成
時
間
を
短
縮
で
き
た

上
、
報
告
内
容
の
不
備
に
よ

る
乗
務
員
へ
の
差
し
戻
し
が

大
幅
に
減
り
、
作
業
負
荷
の

軽
減
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

人
ご
と
の
デ
ー
タ
を
使
っ

て
、
教
育
や
訓
練
に
生
か
す

取
り
組
み
も
そ
の
一
つ
。
乗

務
員
と
管
理
者
と
の
面
談
で

は
デ
ー
タ
を
基
に
話
し
合
う

こ
と
で
本
人
の
自
覚
に
つ
な

が
り
、
管
理
者
側
も
事
実
に

基
づ
い
て
指
導
で
き
る
点
が

大
き
い
。
未
経
験
だ
っ
た

り
、
前
回
の
経
験
か
ら
間
隔

が
空
い
て
い
た
り
す
る
事
象

は
、
積
極
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
組
み
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能

を
活
用
し
た
事
例
も
。
シ
カ

を
目
撃
し
た
区
間
や
時
間
帯

の
情
報
を
寄
せ
て
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
し
、
列
車
と
の
衝
撃

を
未
然
に
防
ぐ
方
策
を
模
索

す
る
取
り
組
み
や
、
大
雪
の

影
響
を
受
け
た
他
線
区
の
運

行
情
報
を
乗
客
に
放
送
案
内

し
た
か
ど
う
か
と
い
う
リ
サ

ー
チ
な
ど
、
副
次
的
な
使
い

方
が
生
ま
れ
て
い
る
。

か
、
乗
務
員
一
人
一
人
の
事

象
経
験
の
有
無
や
頻
度
を
把

握
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活

用
し
た
動
き
が
各
運
輸
区
で

始
ま
っ
て
い
る
。
乗
務
員
個

報
告
さ
れ
た
内
容
は
、
運

輸
区
や
指
令
の
管
理
端
末
に

情
報
と
し
て
蓄
積
。
こ
れ
が

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
、

発
生
し
た
時
期
、
時
間
帯
、

場
所
な
ど
に
分
類
で
き
る
ほ

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
在
来
線
乗
務
員
が
携
帯
す
る
業
務
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使

っ
た
「
Ｊ
Ｒ
東
海
乗
務
報
告
ア
プ
リ
」
を
昨
年
６
月
か
ら
導
入
し
て
い
る
。
乗

務
員
が
手
書
き
で
作
成
し
て
い
た
紙
の
乗
務
報
告
書
を
ア
プ
リ
化
し
た
。
報
告

書
の
記
入
に
関
す
る
作
業
負
荷
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
報
告
内
容
が
デ
ー

タ
で
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
乗
務
員
教
育
や
サ
ー
ビ
ス
面
の
向
上
に
役
立
て

る
。
乗
務
員
の
発
案
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ア
プ
リ
。
開
発
か
ら
導
入
後
の
現

在
に
至
る
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
東
海
鉄
道
事
業
本
部
運
輸
営
業
部
運

用
課
の
谷
欣
哉
課
長
に
聞
い
た
。

（
栗
原

康
弘
記
者
）

ア
プ
リ
の
ア
イ
コ
ン
作
り
に
も
乗
務
員
が
携
わ
っ
た
。

デ
ザ
イ
ン
し
た
車
掌
は
、
ア
プ
リ
化
の
発
端
と
な
っ
た
沼

津
運
輸
区
の
所
属
。
ア
プ
リ
を
運
営
管
理
す
る
東
海
鉄
道

事
業
本
部
運
輸
営
業
部
運
用
課
で
は
「
乗
務
員
が
つ
く
り

上
げ
た
シ
ス
テ
ム
に
親
し
み
や
す
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、

自
分
た
ち
の
仕
事
を
自
分
た
ち
で
変
え
て
い
く
と
い
う
意

識
で
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。

ア
プ
リ
の
ア
イ
コ
ン

データから傾向を読み取り、
周知する活用が始まっている

東
海
鉄
道
事
業
本
部
の
指

令
に
集
ま
っ
た
乗
務
報
告

書
を
中
心
と
し
た
報
告
書

の
束
。
写
真
は
１
週
間
分

乗
務
員
個
人
ご
と
の
事
象
経
験
の

傾
向
も
つ
か
み
や
す
い

ア
プ
リ
上
の
事
象
報
告
の
画
面

データベースから得られた傾向
の一例（動物と列車との衝撃）

乗
務
員
自
ら
仕
様
検
討

７
割
の
事
象
置
き
換
え

各
運
輸
区
で
活
用
進
む

乗
務
員
が
ア
イ
コ
ン
づ
く
り
も
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